
国保料１０％超引き上げを提案 

党議員団「据え置き」の修正案を提出予定 

 

 

    

国民健康保険制度は、市町村の事業から都

道府県の事業に移行されました。このため、年

度途中で医療費が増えた場合の保険給付費の

高騰があったとしても、京都府が対応する事

になります。 

市が、急な保険給付費の高騰のために「基金」

を積み立てるとしてきた理由が成り立たなく

なっています。しかし、市は基金の残高は３億

円を維持するとしています。 

高すぎる国保料で黒字を出し続け、積み立

ててきた基金は保険料の軽減のために使うべ

きです。 

市は、２０１８年度から一般会計から国民

健康保険会計への約２億円の繰入れを休止し

ています。京都府内の宇治市以外の１４市は、

一般会計からの繰り入れ（「財政安定化支援事

業分」）を行っていますが、宇治市だけがこの 

 

 

繰入れを行っていないという特異な状況です。 

京都市では、来年度の国保料を検討する「運

営協議会」で、京都府の示した大幅な国保料の

高騰を抑制するために、一般会計から多額の

繰入れを行うようにと議論がされています。 

府内の他市で行っている一般会計からの繰

入と、国保基金の３億円を合わせて活用する

ことで国保料を据え置くことは充分に可能で

す。 

党議員団は、予算特別委員会で国保料の「据

え置き」をする修正案の提出を予定していま

す。 

物価高騰などで、暮らしも生業も厳しい状

況が続くなか、 公共料金を引き上げ、大幅な

市民負担を強いることはやめるべきです。 市

民生活を守るためにも保険料の「据え置き」が

必要です。 

来年度予算案 
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 宇治市議会３月定例会（２月１５日～３月２６日）で、市長から２０２４年度予算案が議会に

提出されました。 

市長提案は、２０２４年度の一人当たり保険料を「３９歳以下と６５歳～７４歳まで」は１

４.２０％増、「４０歳～６４歳まで」は１０.８９％増と、過去最大の大幅な引上げとなります。 

表のように４０歳夫婦と未就学児、年収４００万円の３人世帯では、年間保険料が４４万６

３３０円から４９万８０９０円（年収の１２.４５％の負担）となり、５万１７６０円もの負担

増です。 

協会けんぽでは、同じ世帯構成と年収の場合、来年度保険料は約２４万円（年収の約６％の負

担）で国保の負担の半分です。物価 

高騰で市民の暮しが大変になるもと 

で、１０％超もの国保料値上げとな 

れば、「暮らしも営業も立ちゆかな 

くなる」との声が上がっています。 

「一般会計からの繰入れ」と「基金」の活用で、国保料の「据え置き」は可能 

■３人世帯の場合（４０歳の夫婦と未就学児1人）

２０２３年度 ２０２４年度

２２０万円 ２４万５８９０円 ２７万３８７０円 ２万７９８０円

３００万円 ３２万５４０円 ３５万７５３０円 ３万６９９０円

４００万円 ４４万６３３０円 ４９万８０９０円 ５万１７６０円

給与収入
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